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こ≧しの

市政方針

　
五
・
・
：
ハ
年
度
の
市
政
の
方
向
を
決
め
亀
第
百
八
十
二
回
定
例
市
議
会

か
　
爵
岩
九
目
か
ら
同
月
二
十
霞
ま
て
の
日
程
で
開
か
れ
ま
し
た
・
、

　
賛
定
例
会
の
ア
ウ
ト
ラ
千
ン
は
、
市
長
の
施
政
方
針
の
表
明
と
五
＋

　
　
彦
の
　
般
会
計
を
は
し
め
、
各
特
別
会
計
の
予
算
審
議
や
条
例
の

　
　
　
受
れ
に
一
般
質
問
て
し
た
　
そ
二
て
市
行
政
を
指
標
す
る
”
施

　
　
　
　
に
ス
、
奉
ン
ト
を
当
て
ザ
・
、
　
市
政
の
主
要
課
題
解
決
へ
の
心
が

言
λ
♪
．
し
わ
矧
ら
せ
し
ま
ず

土地区画整理事業・中央公民館建設
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■
は
）
蹴
に

　
本
日
、
こ
こ
に
第
一
八
二
回
、
市

議
会
定
例
会
の
開
会
に
あ
た
り
、
市

政
に
つ
い
て
の
所
信
と
、
五
十
六
年

度
当
初
予
算
案
編
成
の
基
本
的
な
考

え
方
を
申
し
述
べ
、
各
位
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
わ
た
く
し
は
、
昨
年
十
【
月
、
鈴

木
前
市
長
の
ご
退
任
の
あ
と
を
引
き

継
ぎ
、
昭
和
五
十
五
年
度
中
に
執
行

す
べ
く
前
市
長
が
手
が
け
た
諸
施
策

に
つ
い
て
各
位
の
ご
協
力
を
得
な
が

ら
、
一
意
専
心
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
し
た
が
、
い
ま
だ
解
決
を
見
な
い

も
の
も
あ
り
ま
す
が
、
お
蔭
様
で
、

お
お
む
ね
達
成
を
み
た
と
存
じ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ひ
と
え
に
各
位
の
お
力

添
え
と
こ
こ
に
改
め
て
感
謝
の
意
を

表
わ
し
ま
す
。

　
ご
承
知
の
よ
う
に
、
わ
た
く
し
は

白
石
市
総
合
計
画
審
議
会
委
員
の
一

人
と
し
て
計
画
策
定
に
参
与
し
、
本

市
の
進
む
べ
き
将
来
の
方
向
に
つ
い

て
、
基
本
計
画
を
審
議
し
、
こ
れ
を

答
申
い
た
し
た
も
の
で
、
現
在
、
年

次
計
画
の
も
と
に
、
諸
施
策
を
実
行

い
た
し
て
お
り
ま
す
が
、
今
後
、
地

元
経
済
界
の
す
う
勢
な
ら
び
に
、
地

方
財
政
の
推
移
を
見
極
め
な
が
ら
、

実
行
に
つ
い
て
最
善
の
努
力
を
傾
注

し
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

■
財
　
政

　
昭
和
五
十
六
年
度
当
初
予
算
案
策

定
に
つ
い
て
は
、
ご
承
知
の
ご
と
く
、

地
方
財
政
は
ま
こ
と
に
厳
し
く
、
人

件
費
の
自
然
増
と
は
逆
に
近
来
の
景

気
の
停
滞
や
、
昨
年
の
冷
害
な
ど
の

外
的
影
響
に
よ
り
、
地
方
税
（
市
税
）

の
伸
び
悩
み
は
、
お
お
か
た
の
自
治

体
の
軌
を
一
に
し
て
お
る
も
の
と
報

じ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
五
十
六
年
度
の
地
方
財
政
計
画
に

お
け
る
地
方
税
の
伸
び
は
、
前
年
度

比
一
五
・
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
増
と
見
込

ん
で
お
り
ま
す
が
、
本
市
に
お
い
て

は
、
八
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
の
伸
び
に

と
ど
め
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
歳
入

全
体
に
占
め
る
市
税
の
割
合
は
、
五

十
六
年
度
当
初
予
算
に
お
い
て
は
二

三
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
り
、
地
方

交
付
税
に
依
存
す
る
度
合
は
漸
次
増

加
し
て
お
り
昨
年
度
に
比
し
、
九
・

三
パ
ー
セ
ン
ト
増
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。

　
ま
た
、
地
方
債
は
前
年
度
に
比
し

七
八
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
増
と
相
成
り
、

反
面
「
人
件
費
、
社
会
福
祉
関
係
費
、

教
育
費
、
公
債
費
な
ど
の
義
務
的
経

費
も
増
加
し
、
財
政
の
硬
直
化
の
傾

向
は
漸
次
進
む
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま

す
。　

わ
た
く
し
は
以
上
申
し
述
べ
た
よ

う
な
財
政
事
情
の
も
と
に
、
五
十
六

年
度
の
一
般
会
計
当
初
予
算
を
六
五

億
三
五
四
八
万
七
千
円
と
計
上
い
た

し
ま
し
た
。
こ
の
予
算
額
は
、
五
十

五
年
度
当
初
予
算
よ
り
一
一
・
七
パ

ー
セ
ン
ト
の
伸
び
を
示
し
て
お
り
ま

す
。　

特
別
会
計
当
初
予
算
は
二
一
億
九

九
三
七
万
四
千
円
に
し
て
、
五
十
五

年
度
当
初
予
算
よ
り
｝
六
・
四
パ
ー

セ
ン
ト
の
伸
び
率
を
示
し
て
お
り
ま

す
。
総
じ
て
五
十
六
年
度
の
一
般
会

計
と
特
別
会
計
を
合
算
す
れ
ば
、
八

七
億
三
四
八
六
万
一
千
円
に
し
て
、

五
十
五
年
度
に
比
す
れ
ば
、
一
二
・

八
パ
ー
セ
ン
ト
増
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。■

継
続
．
事
業

　
五
十
六
年
度
の
行
財
政
を
施
行
す

る
に
あ
た
り
、
わ
た
く
し
は
特
に
、

年
来
の
継
続
事
業
に
重
点
を
置
き
、

早
期
に
こ
れ
を
完
遂
し
、
漸
次
、
懸

案
の
事
業
を
実
施
に
う
つ
し
た
い
と

念
願
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
止
地
区
画
整
理
事
業

　
わ
た
く
し
は
先
ず
第
一
に
、
五
十

七
年
春
開
通
の
は
こ
び
と
な
っ
て
お

り
ま
す
東
北
新
幹
線
駅
周
辺
の
土
地

区
画
整
理
事
業
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

今
後
更
に
地
権
者
な
ら
び
に
市
民
各

位
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
仰
ぎ
な
が

ら
可
及
的
速
か
に
促
進
を
は
か
っ
て

ま
い
り
た
い
と
存
じ
て
い
ま
す
。
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潟
水
問
題

　
第
二
に
、
越
河
・
斉
川
地
区
の
渇

水
問
題
に
つ
い
で
、
。
ま
す
、
飲
料
水

に
つ
い
て
は
、
五
十
六
年
度
に
『
給
水

が
で
き
る
よ
う
に
上
水
道
を
完
成
さ

せ
る
ほ
か
、
農
業
用
水
な
ど
の
恒
久

対
策
に
つ
い
て
も
早
急
に
具
体
化
し

デ
、
ま
い
り
た
い
と
存
じ
て
い
ま
す
。

　
中
央
公
民
館
建
設

　
第
三
に
、
目
下
建
設
途
上
の
中
央

公
民
館
を
五
十
六
年
度
中
に
完
成
さ

せ
て
、
市
民
の
年
来
の
願
望
と
期
侍

に
こ
た
え
、
社
会
教
育
の
振
興
を
期

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

，
鯨

磨
矧．劣

脚〕嚇轟い旨9

灘鰯驚
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建設中の新中央公民館

疑へ

　
第
四
に
、
市
民
の
働
く
場
の
確
保

で
あ
り
ま
す
が
、
ご
承
知
の
ご
と
く

最
近
の
不
況
ム
ー
ド
の
も
と
に
お
い

て
、
企
業
の
設
備
投
資
意
欲
は
減
退

し
て
い
る
た
め
、
工
場
誘
致
は
な
か

な
か
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
わ

た
く
し
は
男
子
型
工
場
誘
致
に
全
力

を
傾
け
、
職
住
近
接
と
「
産
業
と
生

活
文
化
の
統
合
」
の
実
を
あ
げ
た
い

と
念
じ
て
い
ま
す
。

　
生
活
環
境
の
整
備

　
第
五
に
、
生
活
環
境
の
鑑
備
に
つ

い
て
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
目
下
施
行

中
の
公
共
下
水
道
施
設
事
業
を
計
画

通
り
推
進
す
る
と
と
も
に
上
水
道
の

整
備
と
拡
張
に
意
を
い
た
し
、
ま
た

用
水
堀
や
生
活
道
の
補
修
お
よ
び
整

備
を
す
す
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

国
際
障
害
者
年
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
あ
た
り

　
第
六
に
、
本
年
は
、
国
連
の
「
国

際
障
害
者
年
」
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

障
害
者
の
真
の
幸
福
と
「
完
全
参
加

と
平
等
」
の
実
現
を
は
か
り
、
市
民

一
丸
と
な
っ
て
、
こ
の
運
動
に
参
加
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憾
．
棄

　
　
巽
㍗
㌧
麺
脳
」
作

　
…
、
ゲ
劉
叢
幽
　
匪
輔
芸

　
　
　
鷺
　
．
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畿鶏

　陽光園にお

さ
れ
る
よ
う
念
願
し
、
「
広
報
し
ろ
い

し
」
を
通
じ
呼
ぴ
か
け
る
と
と
も
に
、

市
の
施
策
と
し
て
”
身
体
障
害
者
家

庭
奉
仕
員
〃
を
新
た
に
配
置
し
て
在

宅
障
害
者
対
策
の
強
化
を
は
か
っ
て

ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
次
に
、
懸
案
の
大
学
・
国
立
青
少

年
野
外
活
動
施
設
の
誘
致
に
つ
い
て

は
、
国
・
県
・
関
係
各
機
関
な
ど
の

ご
支
援
を
得
て
、
実
現
を
は
か
り
た

い
と
存
じ
て
い
ま
す
。
と
く
に
五
十

七
年
八
月
開
催
の
第
八
回
日
本
ジ
ャ

ン
ボ
リ
ー
の
諸
行
事
に
つ
い
て
は
、

今
年
よ
り
周
到
な
る
準
備
を
か
さ
ね

成
功
を
お
さ
め
る
よ
う
受
入
体
制
に

万
全
を
期
し
た
い
と
存
じ
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
申
し
上
げ
ま
す
が
、
冷
害

の
後
遺
症
に
対
す
る
施
策
、
農
村
な

ら
び
に
地
方
産
業
の
振
興
、
ま
た
通

年
観
光
な
ど
に
積
極
的
に
対
応
い
た

し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
以
上
わ
た
く
し
は
、
極
め
て
厳
し

い
行
財
政
の
中
で
、
経
費
の
効
率
化

と
財
源
の
重
点
配
分
を
行
い
、
更
に

竿
頭
一
歩
を
進
め
て
財
源
の
確
保
に

つ
と
め
、
健
全
財
政
の
基
調
の
も
と

に
、
市
勢
の
発
展
と
、
市
民
各
位
の

要
望
を
キ
メ
細
か
く
取
り
入
れ
、
市

民
の
信
託
に
こ
た
え
「
若
い
人
々
が

住
み
た
く
な
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
目

指
し
て
努
力
い
た
す
覚
悟
で
ご
ざ
い

ま
す
。
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地方交付税
1，990，000

（30．4％）

入歳

5」生87

：釆租董記

国庫支出金
1，288，769

（19．7％）

市　税
，553，390

23、8％）

蝋

○
仙
南
地
域
広
域
行
政
事
務
組
合
及

ぴ
白
石
市
外
二
町
組
合
に
対
す
る
負

担
金
・
出
資
金
と
し
て
四
千
四
百
五

十
万
三
千
円
。

o
白
石
市
史
第
三
巻
発
行
経
費
、
農

業
委
員
会
委
員
選
挙
執
行
経
費
な
ど

で
千
九
百
六
十
八
万
二
千
円
を
予
算

化
し
て
い
ま
す
。

に
三
億
八
千
三
百
十
九
万
五
千
円
を

措
置
。

o
児
童
福
祉
対
策
な
ど
で
は
、
児
童

手
当
支
給
費
八
千
百
八
十
九
万
六
千

円
、
乳
幼
児
及
び
重
度
心
身
障
害
者

医
療
費
に
三
千
百
十
六
万
七
千
円
、

母
子
福
祉
対
策
貸
付
金
な
ど
に
千
二

百
四
十
九
万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
保
育
園
、
児
童
館
の
維
持

管
理
費
な
ど
の
費
用
と
し
て
一
億
九

千
二
十
四
万
五
千
円
が
組
み
込
ま
れ

ま
し
た
。

市　債

581，80‘

（8．9％

轟

　
　
　
　
　
る

　
　
　
　
　
縮

　
　
　
　
　
わ

　
　
　
　
　
重

　
　
　
　
　
種

　
最
近
の
わ
か
国
の
経
済
は
、
厳
し

い
情
勢
下
に
あ
り
、
白
石
市
の
財
政

運
営
に
つ
き
ま
し
て
も
　
南
税
・
地

方
交
付
税
な
と
の
財
潭
に
従
来
の
よ

う
な
大
幅
な
鵜
収
は
期
待
て
き
ま
せ

ん
。
一
万
、
支
出
に
お
き
葦
し
て
は

人
件
費
、
社
会
保
障
関
係
費
、
公
債

貰
な
ど
の
義
務
的
経
費
の
割
合
か
高

．
く
、
な
り
、
財
政
の
硬
直
化
の
傾
向
が

さ
ら
に
進
む
も
の
と
予
想
さ
れ
ま
す
．

こ
う
し
た
現
状
を
踏
え
、
一
般
経
費
の

増
加
を
極
力
圧
縮
す
る
こ
と
に
つ
と

め
る
と
と
も
に
、
財
源
の
重
点
的
か

○
生
活
保
護
に
係
る
扶
助
費
そ
の
他

を
合
わ
せ
て
二
億
七
千
三
百
三
十
四

万
七
干
円
、
精
薄
者
福
祉
法
に
基
づ

く
施
設
入
所
者
援
護
費
及
び
福
祉
手

当
給
付
費
な
ど
に
八
千
五
百
五
十
八

万
二
干
円
の
予
算
化
と
な
り
ま
し
た
。

o
国
際
障
害
者
年
で
あ
る
今
年
は
、

新
た
に
身
体
障
害
者
家
庭
奉
仕
員
一

名
を
配
置
、
そ
の
他
記
念
大
会
開
催

経
費
及
ぴ
身
体
障
害
者
施
設
収
容
援

護
費
、
更
生
医
療
給
付
費
な
ど
に
二

千
九
百
四
万
三
千
円
を
予
算
化
し
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
老
人
医
療
費
な
ど
の
扶
助

費
・
寝
た
き
リ
老
人
の
家
庭
奉
仕
員

に
対
す
る
手
当
な
ど
老
入
福
祉
関
係

　
　
　
　
　
　
　
齢

○
仙
南
地
域
広
域
行
政
事
務
組
合
負

担
金
、
在
宅
当
番
医
制
運
営
費
補
助

金
と
し
て
三
億
六
千
百
二
十
三
万
円
、

市
民
の
健
康
づ
く
り
推
進
対
策
費
用

に
五
千
百
六
十
万
九
千
円
を
予
算
化

す
る
な
ど
予
防
医
療
の
充
実
を
図
り

ま
す
。

　
　
　
　
　
　
．
鯛
一

〇
働
く
若
者
の
憩
の
場
で
あ
る
勤
労

青
少
年
ホ
ー
ム
や
働
く
婦
人
の
家
の

管
理
運
営
費
、
失
業
対
策
事
業
費
な

ど
に
二
千
三
百
九
十
三
万
五
千
円
を

予
算
化
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
　
あ
　
ゴ

嚢
　
騨
纏
繋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
霧
．
馨

○
農
林
水
産
業
の
振
興
対
策
と
し
て
、

冷
害
被
災
農
家
の
借
入
金
に
対
す
る

利
子
補
給
な
ど
に
千
百
七
十
八
万
円
、

小
原
・
越
河
・
不
忘
地
区
な
ど
に
お

け
る
畜
産
振
興
事
業
と
し
て
草
地
開

発
整
備
及
び
三
住
地
区
の
自
給
飼
料

生
産
振
興
対
策
事
業
に
三
千
百
八
十

九
万
円
を
予
算
化
し
て
い
ま
す
。

○
大
鷹
沢
地
区
の
第
二
次
林
業
構
造

改
善
事
業
費
五
千
五
百
四
十
六
万
二

千
円
を
措
置
し
て
、
建
物
及
び
機
械

施
設
の
整
備
を
図
る
ほ
か
、
地
籍
調

査
、
市
行
造
林
及
び
山
根
用
水
路
改

修
事
業
な
ど
に
六
千
二
百
四
十
六
万

八
千
円
を
予
算
化
し
て
い
ま
す
。

o
農
林
業
施
設
で
は
、
家
老
沢
排
水

路
、
弥
治
郎
南
線
林
道
改
修
工
事
及

び
維
持
補
修
費
に
二
千
二
百
五
十
九

万
円
、
小
原
地
区
新
町
林
道
開
設
事

業
と
し
て
二
干
八
百
五
十
五
万
円
が

組
み
込
ま
れ
ま
し
た
。

○
地
元
物
産
振
興
の
た
め
、
こ
け
し

4

つ
効
率
的
配
分
を
行
い
市
民
生

活
に
直
縞
す
る
事
業
を
最
優
先
に
推

進
し
て
行
く
基
本
的
、
考
え
で
、
本
年

度
の
予
算
編
成
を
し
ま
し
た
。

　
そ
の
主
な
歳
入
歳
出
予
算
は
次
の

と
お
り
で
、
本
年
度
の
ス
タ
ー
ト
を

き
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
4
4
4
万
9
千
円
一

　
　
　
　
　
　
　
予
備
費
　
　
　
｝

　
　
　
　
　
5
、
0
0
4
万
全
千
円

　
　
　
　
　
労
働
費

　
　
　
1
億
5
、
4
0
8
万
2
千
円

　
　
　
議
会
費

　
1
億
5
、
7
4
5
万
8
千
円

　
商
工
費

2
億
1
、
4
1
0
万
9
干
円

消
防
費

3
億
6
、
1
8
3
万
思

農
林
水
産
業
費

4
億
略
、
6
3
9
万
5
干
円
．

公
債
費

衛5

生億
費2

　6

　8

　7

　万
　5

　千
　円

総
務
費
8
億
6
、
7
5
7
万
9
干
円

教
育
費
1
2
億
4
0
3
万
3
干
円

土
木
費
1
2
億
6
、
0
5
6
万
3
千
円

民
生
費
王
2
億
6
、
8
0
7
万
円

31、意

12

11

10

コ
ン
ク
ー
－
、
や
乾
め
ん
ま
つ
り
事
業

に
補
助
金
と
し
て
二
百
万
円
。

o
中
小
企
業
者
の
事
業
拡
大
、
ま
た

は
運
転
資
金
な
ど
の
対
策
と
し
て
中

小
企
業
振
興
資
金
貸
付
金
に
一
千
万

円
の
特
別
枠
を
設
け
る
な
ど
五
千
五

百
万
円
を
予
算
化
し
た
ほ
か
、
白
石

商
工
会
議
所
及
び
中
小
企
業
振
興
資

金
の
保
証
料
そ
の
他
で
六
百
四
十
六

万
円
。
地
方
卸
売
市
場
事
業
特
別
会

計
に
対
す
る
繰
出
金
三
千
百
七
十
五

万
七
千
円
を
措
置
し
て
い
ま
す
。

〇
五
十
七
年
春
の
東
北
新
幹
線
開
通

に
備
え
、
駅
構
内
観
光
案
内
所
設
置

費
及
び
通
年
観
光
を
期
す
る
た
め
駅

前
に
歓
迎
塔
設
置
費
と
し
て
七
百
万

円
を
計
上
し
た
ほ
か
、
白
石
ス
キ
ー

場
駐
車
場
舗
装
工
事
、
白
石
市
観
光

協
会
補
助
金
な
ど
に
九
百
五
十
万
円

が
予
算
化
し
て
い
ま
す
。

灘、
一
気
。

9
　
8
　

7
　
6
　

5
　

4
　
3
　
2
　
1
　
0

　
○
生
活
環
境
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

道
路
、
橋
梁
の
維
持
、
河
川
環
境
整

備
と
し
て
三
千
四
百
九
十
八
万
八
千

円
。
市
道
十
五
路
線
の
改
良
、
舗
装

工
事
に
一
億
四
干
百
八
十
四
万
円
。

冷
清
水
橋
上
部
工
事
及
び
川
原
子
線
、

鳥
越
線
改
良
工
事
な
ど
に
｝
億
九
千

百
十
二
万
二
千
円
、
市
道
台
帳
整
備

費
に
三
千
七
百
三
十
七
万
五
千
円
が

組
み
込
ま
れ
ま
し
た
。

○
都
市
公
園
の
整
備
と
し
て
継
続
事

業
の
益
岡
公
園
に
植
栽
工
事
な
ど
実

施
す
る
た
め
二
千
二
百
八
十
七
万
四

千
円
。
住
宅
対
策
と
し
て
公
営
住
宅

十
一
戸
の
建
設
費
に
一
億
百
九
十
三

万
一
千
円
を
予
算
化
し
て
い
ま
す
。

○
都
市
計
画
事
業
と
し
て
、
東
北
新

幹
線
駅
前
の
街
路
及
び
舗
装
工
事
、

西
地
区
の
測
量
及
び
換
地
設
計
費
な

ど
に
合
わ
せ
て
五
億
百
三
十
五
万
三

千
円
を
計
上
し
て
事
業
の
促
進
を
図

る
ほ
か
、
公
共
下
水
道
下
水
道
事
業

特
別
会
計
の
工
事
費
、
公
債
費
な
ど

に
七
千
百
二
十
七
万
円
が
繰
り
出
さ

れ
ま
す
。

緬
灘
藻
ギ
、
、
曜
毒

　
曳
　
　
　
　
ヂ

葦

○
仙
南
地
域
広
域
行
政
事
務
組
合
負

　
　
　
　
億
7
6
事
前
水
5

　
　
　
　
8
　
　
8
　
　
　
　
　
（

縄曇薦会別r・一韓

担
金
と
し
て
一
億
五
千
三
百
二
十
六

万
二
千
円
。
総
合
防
災
訓
練
及
び
非

常
備
消
防
費
、
消
防
施
設
費
そ
の
他

を
合
わ
せ
で
、
六
干
八
十
四
万
七
千
円

を
予
算
化
し
て
い
ま
す
。

か
、

○
仙
南
地
域
広
域
行
政
事
務
組
合
負

担
金
と
し
て
六
百
三
十
六
万
四
千
円
。

○
学
校
教
育
施
設
に
つ
い
て
は
、
各

小
中
学
校
の
修
繕
・
工
事
費
と
し
で
、

千
五
百
四
十
六
万
円
。
越
河
小
学
校

の
水
泳
プ
ー
ル
建
設
費
と
し
て
三
千

六
百
万
六
千
円
。

○
社
会
教
育
施
設
整
備
を
図
る
た
め
、

五
十
五
年
度
か
ら
の
継
続
事
業
で
あ

る
中
央
公
民
館
建
設
事
業
と
し
て
五

億
七
千
百
七
十
九
万
八
干
円
を
計
上

し
て
い
ま
す
。

〉国民健康保険特別会計・18億

1，952万2千円（前年比2億9，876

万5千円の増）　〉簡易水道事

業特別会計・1，222万1千円（前

年比63万5千円の増）　レ下水

道事業特別会計・3億2，717万5

千円（前年比56万4千円の増）

〉地方卸売市場事業・4，045万6

千円（前年比9，91万8千円の増）

〉水道事業会計・収益的収入4

億5，741万3千円、収益的支出4

億7，713万円。資本的収入1億

1，000万円、資本的支出1億5，274

万9千円。

ごμ
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・
り

カ・間の茶は全安通交

自
宅
の
近
く
が
危
険
地
帯

薄、縄
震
，
、

縛

』
擢
づ

、
鮎

脅

　　〆

慧
　　　♂

鎗一％

か

－

　欝瀦翫

藪

故1、発顎催数百嚢　一　　　者四．、傷者百六十七人を数

興ま圏だ。　　は前年医り発生件数で二十七件増・死者四人

癬難傷者四十六人増となっており　発生件数・傷者はいずれ

尊う木幅に鵜加して1．、ます。新ノ・字・ノ・．園を迎え、子供た射3、

希望に胸ふくらませ、’巴が浮き貯さ1、て、交愚事蔽r奪う率

も高くな二）てき葦す。くれぐれち。じ主意のほどを

　　儀
　　．桜の　駅営期だ迎哀て四月六白から十圏
　　　　　　　　　　　　　　メサニ　塗国交通翼窒運動　1’施　議　畦隻、

曝　故1、発駐…．催数百嚢　一　　　i蕎四．、傷
量
｛鏑興ま圏だ。　　は前年医り発生件数で二十

屡騰者四＋六人t曽となつて籾雛件

　尊う木中量にヒt曽加1してーし、ます。　裏斤λ字・込．園を

急
増
す
る

　
　
　
　
子
供
の
事
故

　
昨
年
、
市
内
に
お
け
る
子
供
の
交

通
事
故
は
二
十
五
件
』
五
十
四
年
に

く
ら
べ
る
と
四
十
四
パ
ー
セ
ン
ト
も

増
え
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
を
原
因
別
に
み
ま
す
と
曙
下

ッ
プ
は
飛
び
出
し
で
す
。
次
に
、
車

の
直
前
直
後
の
横
断
と
な
っ
て
い
ま

す
。
つ
い
最
近
、
国
道
一
一
三
号
線

の
滝
下
バ
ス
停
留
所
付
近
で
、
小
学

一
年
生
が
停
車
中
の
バ
ス
の
直
前
を

路
地
か
ら
飛
び
出
し
て
、
通
行
中
の

ト
ラ
ヴ
ク
に
は
ね
ら
れ
死
亡
す
る
と

い
う
痛
ま
し
い
事
故
が
起
き
て
い
ま

す
。
ま
た
、
お
母
さ
ん
が
街
で
子
供

の
姿
を
偶
然
見
か
け
て
、
反
対
側
か

ら
不
用
意
に
声
を
か
け
た
た
め
、
反

射
的
に
車
道
に
飛
び
出
し
、
親
の
目

の
前
で
車
に
は
ね
ら
れ
死
亡
し
て
し

ま
っ
た
と
い
う
．
ち
ょ
っ
と
し
た
不

注
意
が
事
故
に
つ
な
が
る
と
い
う
ケ

ー
ス
が
み
ら
れ
ま
す
。

嘘

、

、

知
識
で
な
く
安
全
な

　
　
　
　
行
動
の
習
慣
を

　
子
供
に
対
す
る
交
通
安
全
の
指
導

や
し
つ
け
は
、
幼
児
期
か
ら
せ
い
ぜ

い
小
学
校
の
低
学
年
ま
で
の
う
ち
に

し
っ
か
り
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
こ
の
時
期
に
身
に
つ
け
た

習
慣
は
、
　
一
生
涯
な
ん
ら
か
の

形
で
残
る
と
さ
え
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
指
導
と
し
て
は
、
ル
ー

ル
な
ど
の
知
識
を
教
え
る
の
で

は
な
く
、
理
屈
抜
き
に
、
安
全

な
行
動
の
習
慣
を
し
っ
か
り
身

に
つ
け
さ
せ
る
こ
と
で
す
。

実
地
に
繰
り
返
し

　
　
　
　
　
の
指
導
を

　
と
く
に
幼
児
に
は
、
自
宅
の

周
囲
二
、
三
百
メ
ー
ト
ル
以
内

の
道
路
の
ど
の
場
所
で
、
ど
ん

な
行
動
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
か
を
実
地
に
し
っ
か
り
と

教
え
、
繰
り
返
し
習
慣
化
す
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
な
ぜ
な

ら
ば
、
幼
児
の
行
動
半
径
は
自

らか間の茶は全安通父

6

らか問の茶は全安通交

宅
か
ら
約
百
メ
ー
ト
ル
の
範
囲

だ
そ
う
で
す
。
三
百
メ
ー
ト
ル

と
い
う
と
、
も
う
、
ほ
と
ん
ど

の
子
供
が
入
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
ま
た
、
幼
児
の
事
故
の
発
生

場
所
を
み
て
も
、
自
宅
か
ら
十

メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
の
ご
く
近
い

所
が
四
十
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
、
百

メ
ー
ト
ル
以
内
で
は
、
二
十
八

パ
ー
セ
ン
ト
で
合
計
す
る
と
七
十
パ

ー
セ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。

こ
れ
で
は
お
母
さ
ん
の
目
が
届
い
て

い
な
い
、
と
言
わ
れ
て
も
仕
方
が
あ

り
ま
せ
ん
。

　
意
外
と
お
母
さ
ん
方
は
、
「
子
供
た

ち
が
ど
の
道
を
利
用
し
て
い
ま
す
か
」

と
聞
き
ま
す
と
、
通
園
・
通
学
路
に

ど
の
道
を
利
用
し
て
い
る
か
は
回
答

で
き
る
の
で
す
が
、
下
校
後
の
行
動

は
と
か
く
知
ら
な
い
も
の
で
す
。
だ

が
実
際
に
は
登
下
校
や
通
園
時
よ
り

も
子
供
た
ち
が
解
放
さ
れ
た
時
間
帯

で
発
生
し
て
お
り
、
こ
の
時
間
こ
そ

母
親
が
し
っ
か
り
と
子
供
た
ち
の
行

動
を
把
握
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　
と
こ
ろ
で
自
転
車
利
用
中
の
死
者

の
年
齢
別
統
計
を
み
て
み
ま
す
と
、

こ
ご
で
も
歩
行
者
の
場
合
と
同
じ
よ

う
に
七
十
歳
以
上
（
二
百
三
十
二
入
）

が
一
位
で
、
二
位
が
六
十
歳
代
（
二

百
十
三
人
）
、
そ
し
て
三
位
が
小
学
生

の
百
十
七
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
事
実
は
、
自
転
車
の
運
転
も

的
確
な
判
断
力
や
反
射
神
経
を
必
要

と
す
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
死
亡
事
故
を
分
析
し
て
み
ま
す
と

斜
め
横
断
や
、
信
号
無
視
、
急
な
飛

び
出
し
な
ど
、
自
転
車
の
交
通
ル
ー

ル
違
反
が
大
き
な
原
因
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
自
転
車
に
も
右
・
左
折
、
さ
ら
に

停
止
す
る
時
の
合
図
が
決
め
ら
れ
て

い
ま
す
か
ら
、
こ
れ
ら
の
ル
ー
ル
を

必
ず
守
り
ま
し
ょ
う
。

〈
国
保
シ
リ
ー
ズ
ー
①
〉

　
　
　
国
保
税
は
高
い
で
し
ょ
う
か

　
あ
な
た
は
、
ど
れ
ぐ
ら
い
お
医
者

さ
ん
に
か
か
り
ま
す
か
。
五
十
四
年

度
白
石
市
で
は
、
一
ヵ
月
に
国
保
に

加
入
し
て
い
る
皆
さ
ん
の
二
人
に
一

人
の
割
で
医
者
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。

　
人
当
り
の
医
療
費
は
、
平
均
で
年

間
六
万
六
千
円
以
上
。
こ
れ
に
対
し

て
国
保
税
は
、
一
人
当
り
平
均
二
万

七
千
円
位
が
納
め
ら
れ
、
残
り
は
国

か
ら
の
補
助
に
依
存
し
て
お
り
ま
す
。

　
国
保
税
は
、
年
々
高
く
な
っ
て
い

ま
す
が
、
国
保
が
あ
な
た
に
支
払
っ

て
い
る
医
療
費
に
比
べ
る
と
決
し
て

高
く
は
な
い
は
ず
で
す
。

　
国
保
税
は
、
医
療
費
が
多
く
な
れ

ば
そ
れ
だ
け
高
く
な
る

費
　
亀

療
＠＠
医
唇

　
自
転
車
に
乗
っ
て
い
て
、
思

わ
ず
ヒ
ヤ
ッ
と
し
た
ご
経
験
は
、

ど
な
た
に
も
一
度
や
二
度
は
必

翫懸

車を運転するときの停止、右・左折の合図停
人
身
事
故
は

ず
あ
る
は
ず
で
す
。

　
現
在
、
日
本
の
自
転
車
保
有
台
数

は
四
千
五
百
万
台
を
突
破
し
て
、
ア

メ
リ
カ
に
次
い
で
世
界
第
二
位
に
ラ

ン
ク
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
普
及
率

は
国
民
二
人
に
一
台
と
い
う
文
字
通

り
の
ケ
自
転
車
王
国
”
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
そ
れ
だ
け
に
車
と
自
転
車
に
よ
る

　
　
　
　
　
、
き
わ
め
て
高
い
数
字

を
示
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
昨
年

一
年
間
だ
け
で
も
千
七
人
の
生
命
が

失
わ
れ
て
い
る
の
で
す
。

　
こ
れ
は
歩
行
者
事
故
の
ち
ょ
う
ど

を
半
分
。
「
二
人
に
一
台
」
と
い
う
自
転

転
車
の
普
及
率
と
符
合
す
る
の
は
単
な

自
る
偶
然
の
一
致
な
の
で
し
ょ
う
か
。

κ
飼
、

国
税
税

酒
担

陶
哩
召
貝

国。補助

冨

ビユーティフルしろいし

ふ
る
さ
と
の

　
　
　
　
春
を
美
し
く

　
嵐

％
G

4

キャンペーン期問
3月9日～14月27日（50日問）
　　　『　　　　　　　　　　彌
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擁
、 鰍レ～

駕ノ㌻滋，

欝

滋
、

榊

　
こ
の
法
律
に
よ
り
、
市
役
所
へ
飼

い
犬
の
登
録
を
し
ま
す
．
該
当
す
る

犬
は
血
統
書
な
ど
の
有
無
に
か
か
わ

ら
ず
、
す
べ
て
の
犬
で
生
後
三
ヵ
月

以
上
の
も
の
で
す
。
手
続
き
が
済
む

と
、
鑑
札
（
登
録
票
）
が
交
付
さ
れ

ま
す
の
で
、
そ
れ
を
首
輪
な
ど
に
つ

け
て
お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
犬
を
飼
う
こ
と
に
な
る
と
、
狂
犬

病
予
防
法
と
い
う
法
律
に
も
と
づ
い

て
、
”
犬
鑑
札
”
と
”
注
射
済
”
の
二

つ
の
鑑
札
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　
こ
れ
は
、
飼
い
主
の
社
会
に
対
す

る
大
き
な
義
務
で
、
絶
対
に
守
ら
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

予
防
接
種
の
受
け
方

　
畜
犬
登
録
を
し
た
犬
は
、
春
と
秋

の
二
回
、
狂
犬
病
の
予
防
接
種
を
受

け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
、
予
防
接

種
を
受
け
る
と
保
健
所
か
ら
注
射
済

票
が
交
付
さ
れ
ま
す
。
こ
の
鑑
札
も

登
録
票
と
い
っ
し
ょ
に
犬
に
つ
け
て

お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

▽
料
金
三
千
五
百
円
（
登
録
料
一
頭

　
に
つ
き
二
千
円
、
注
射
料
一
頭
に

　
つ
き
千
五
百
円
）

▽
期
間
中
に
注
射
を
受
け
る
こ
と
が

　
出
来
な
か
っ
た
場
合
は
、
獣
医
師

　
が
戸
別
に
訪
問
し
て
注
射
す
る
こ

　
と
に
な
り
ま
す
の
で
料
金
の
外
に

　
二
千
円
を
負
担
し
て
い
た
だ
き
ま

　
す
。

鑑
札
を
受
け
て
い
な
い
場
合

　
飼
い
犬
に
必
要
な
鑑
札
を
つ
け
て

い
な
い
犬
は
、
全
部
無
条
件
で
抑
留

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
取

り
締
ら
れ
る
側
か
ら
考
え
る
と
、
非

常
に
き
つ
そ
う
に
み
え
ま
す
が
、
万

一
の
こ
と
を
思
う
と
、
ぜ
ひ
二
つ
の

鑑
札
だ
け
は
受
け
て
責
任
を
果
し
ま

し
よ
・
つ
。

　
犬
の
死
亡
及
び
所
有
権
を
放
棄

し
た
場
合
は
必
ず
市
衛
生
課
又
は
各

出
張
所
、
分
室
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

8

昭和56年度第1回犬の登録及び狂犬病予防注射実施日程表

考備獣医師実施蒔間

昭和55年度秋

登録数（391）
好斉藤

～
　
　
～
　
　
～
　
　
、

（2841好斉藤

ヤ
　
　
～

～
　
　
～
　
　
～

〔891好斉藤

～
　
　
～
　
　
、
　
　
～
　
　
～
　
　
～
　
　
～

　　実施場所

白石市健康センター前

中央公民館前

田町会館前

中央公園内

鷹巣菊地忠四郎宅前

寿山集会所前

郡山元畜産開発公社前

八幡神社前

福岡滝ノ下会館前

上原集会所前

川原子停留所前

不忘集会所前

岡部捨雄宅前

下ノ集乳所前

三住元開拓農協前

西区上集会所前

曜月日地区

月4 6

火4．7

白石

水4．8

12181好斉藤

9：1ト9：40

～
　
　
～
　
　
～
　
　
～
　
　
～

〔32）

　　　　二（1491

（1171

好斉藤

～
　
～
　
ト
　
、
　
～

13：50～14：20

（76〕保科善久
～
　
　
～

11191好斉藤

～
　
　
～
　
　
～

（1231

　　　　＝（2351

（1121

好斉藤

～
　
　
～
　
　
～
　
　
～

13：50～14：10

189好斉藤

～
　
　
～
　
　
～
　
　
～
　
　
～
　
　
～
　
　
～
　
　
～

　　鎌先消防詰所前

　　弥冶郎集会所前

　　大網集会所前
木
　　八宮生活センター

　　福岡分室前

　　深谷公民館前

　　北区木須商店前

　　東区平林商店前

　　白IIl内親センター前

金
　　白川出張所前

　　津田小野商店前

　　犬辛都婆集会所前

　　中斉川集会所前
土

　　斉川出張所前

　　越河部落集会所前

月　　’F公民館前

　　”駅前広場

　　大平五区集会所前

　　大平分室前

火　大鷹沢出張所前

　　中ノ内集会所前

　　耳取停留所前

　上戸沢公会堂前

　下戸沢　’F

　　冷清水集会所前

　大熊木村商店スタンド前
水
　　小原出張所前

　新町停留所前

　石屋前

　小原温泉かつらや前

4．9

4．10

福岡

深谷

白　”1

4．1皇斎Ill

茎．13越河

4、工4

大平

大鷹尺

4、154・原

（1，650

ンガ
を

』
鱒響

考える！』懸
刈田病院外科医

熊谷暢夫先生

昨
年
十
一
月
の
本
紙
「
広
報
し
ろ

い
し
」
に
乳
癌
の
こ
と
を
掲
載
し
ま

し
た
が
、
そ
の
後
乳
線
の
病
気
ぐ
刈

田
病
院
に
相
談
に
来
ら
れ
た
方
の
ア

ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
、
白
石
市
で
毎

年
七
月
に
乳
癌
の
集
団
検
診
（
以
下

集
検
と
略
し
ま
す
）
を
実
施
し
て
い

る
こ
と
を
全
然
ご
存
知
な
い
場
合
が

多
い
の
に
驚
き
、
か
つ
検
診
医
の
一

人
と
し
て
「
こ
れ
で
は
い
け
な
い
」

と
反
省
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
で
は
、
ど
れ
く
ら
い
乳
癌
の
集
検

を
受
け
て
い
る
か
を
み
ま
す
と
、
対

癌
協
会
の
資
料
に
よ
れ
ば
白
石
市
で

三
十
歳
以
上
の
女
性
の
集
検
対
象
者

数
は
約
一
万
一
千
七
百
名
で
す
が
、

そ
の
う
ち
五
十
四
年
度
は
二
百
四
十

六
名
（
二
・
一
％
）
、
五
十
五
年
度
は

二
百
九
十
四
名
（
二
・
五
％
）
　
と
県

内
で
も
最
も
低
い
受
検
率
を
二
年
連

続
記
録
し
ま
し
た
。

乳ガンのできる場所

？
馨
－
9
萎
義
？
嚢
Ψ
？
2
署

4，、，

　乳がんのできやすい部位は、乳

房の外側上方が最も多く50％、つ

いで内側上方、乳首付近、外側下

方、内側下方の順となっています

　
こ
の
よ
う
に
、
せ
っ
か
く
の
集
検

の
機
会
が
利
用
さ
れ
な
い
で
、
低
い

受
検
率
に
お
わ
っ
て
い
る
理
由
は
い

ろ
い
ろ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
第
一
に
、
そ
も
そ
も
市
で
乳
癌
の

集
検
を
実
施
し
て
い
る
こ
と
が
周
知

徹
底
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
。

　
第
二
に
、
他
の
集
検
。
例
え
ば
胃

癌
と
か
子
宮
癌
の
集
検
に
く
ら
べ
て
、

始
ま
っ
て
三
年
し
か
経
た
な
い
の
で
、

ま
だ
関
心
が
低
い
こ
と
。

　
第
三
に
、
他
市
町
村
な
ど
に
比
し

て
、
医
療
機
関
が
多
い
の
で
、
ふ
だ

ん
か
ら
市
内
病
院
等
で
受
診
す
る
機

会
が
多
い
こ
と
。
な
ど
が
指
摘
さ
れ

る
で
し
よ
う
。

　
第
一
、
第
二
に
対
し
て
は
、
市
衛

生
課
、
婦
入
会
の
方
々
か
P
R
に
努

力
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
し
、
対

　　　乳ガンの症状

96　シコリがふれる

乳房力ら皿の混じった液プ出る

乳菖がひきつれる

乳首がただれる

口
［
回
画

2
　
　
　
／
　
　
　
／

癌
協
会
と
力
を
合
わ
せ
て
地
道
な
努

力
を
つ
み
か
さ
ね
て
い
ま
す
。
私
個

人
と
し
て
は
、
せ
め
て
角
田
市
な
み

の
五
％
、
欲
を
い
え
ば
一
〇
％
に
近

い
千
名
以
上
の
方
の
集
検
を
目
標
に

し
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
集
検
で
一
名
の
方
が
手
術

を
受
け
ま
し
た
し
、
前
回
の
私
の
拙

文
を
読
ん
で
く
だ
さ
っ
た
多
く
の
方

が
関
心
を
持
っ
て
来
院
し
て
、
そ
の

う
ち
か
ら
や
は
り
手
術
を
し
た
方
も

お
ら
れ
ま
す
。

　
ま
だ
ま
だ
「
胸
に
一
物
」
を
持
っ

て
い
る
方
が
い
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
？

　
毎
月
一
回
、
日
を
決
め
て
「
自
己

検
診
法
」
を
し
て
、
乳
房
を
鏡
に
う

つ
し
て
み
て
、
ひ
き
つ
り
と
か
乳
首

の
く
ぼ
み
、
た
だ
れ
が
な
い
か
ど
う

か
も
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
乳
房
を

少
々
強
く
し
ぼ
っ
て
、
乳
首
か
ら
血

性
の
分
秘
液
が
出
な
い
か
た
し
か
め

て
く
だ
さ
い
。
も
し
こ
の
よ
う
な
こ

と
が
あ
れ
ば
、
す
ぐ
お
近
く
の
外
科

の
先
生
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　
初
め
の
う
ち
は
わ
か
り
難
い
よ
う

で
も
三
ヵ
月
も
続
け
て
「
自
己
検
診
」

を
す
れ
ば
、
ど
な
た
で
も
感
じ
が
つ

か
め
る
は
ず
で
す
。

　
な
お
、
「
自
己
検
診
法
」
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
ご
希
望
の
方
に
は
市
衛
生

課
、
刈
田
病
院
の
窓
口
で
差
し
上
げ

て
い
ま
す
か
ら
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

》
羅
障
葦
」

《
手
足
の
不
自
由
な
人
に
対
し
て
》

ω
、
車
い
す
の
人
が
街
で
困
っ
て
い

た
ら
、
ま
ず
、
声
を
か
け
ま
し
ょ
う
。

ω
、
例
え
ば
、
階
段
で
車
い
す
の
上

り
下
り
を
手
伝
う
に
は
、
二
、
三
入

が
か
り
で
、
呼
吸
を
合
わ
せ
て
静
か

に
持
ち
上
げ
ま
す
。

⑥
、
足
の
わ
る
い
入
に
は
、
松
葉
杖

の
入
、
義
足
（
外
か
ら
見
え
な
い
こ

と
も
あ
る
）
の
人
な
ど
、
い
ろ
い
ろ

の
状
態
の
人
が
い
ま
す
。

ω
、
雨
の
日
は
松
葉
杖
の
入
が
一
番

困
る
日
で
す
。

　
傘
は
さ
せ
な
い
し
、
足
元
は
す
べ

る
危
険
が
あ
り
ま
す
，

㈲
、
松
葉
杖
の
人
は
階
段
や
段
差
で

困
る
こ
と
が
多
い
。

　
腕
を
貸
せ
ば
上
れ
る
人
、
そ
れ
で

は
か
え
っ
て
上
れ
な
い
入
な
ど
い
ろ

い
ろ
あ
り
ま
す
か
ら
、
ど
う
し
た
ら

よ
い
か
、
よ
く
聞
い
て
お
手
伝
い
し

て
く
だ
さ
い
。

㈲
、
手
足
の
不
自
由
な
入
を
街
で
み

か
け
て
も
、
す
ぐ
手
を
貸
す
必
要
は

な
い
の
で
す
。
困
っ
て
い
る
と
き
や

援
助
を
求
め
ら
れ
た
と
き
に
、
は
じ

め
て
手
を
貸
し
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

　
不
自
由
な
入
た
ち
は
、
人
に
迷
惑

を
か
け
る
の
を
と
て
も
心
苦
し
く
思

う
の
で
す
。
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戸
籍
ア
ラ
カ
ル
ト
①

転
勤
シ
ー
ズ
ン
で
す

　
　
　
　
　
　
　
諸
手
続
き
を
お
忘
れ
な
く

　
転
入
、
転
出
の
届
出
は
、
住
民
登

録
と
い
っ
て
、
私
た
ち
が
社
会
生
活

を
営
む
う
え
に
お
い
て
権
利
義
務
が

発
生
す
る
大
切
な
届
出
な
の
で
す
。

　
住
民
票
に
は
、
選
挙
人
名
簿
、
義

務
教
育
の
就
学
、
国
民
健
康
保
険
、

国
民
年
金
、
児
童
手
当
の
資
格
及
び

給
付
な
ど
住
民
に
関
す
る
事
務
処
理

の
基
礎
が
世
帯
ご
と
に
表
示
し
て
あ

り
ま
す
。
四
月
は
転
勤
シ
ー
ズ
ン
で

す
。
転
入
、
転
出
届
な
ど
忘
れ
ず
に

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
転
入
届
…
…
他
の
市
町
村
か
ら
白

石
市
に
住
所
を
移
し
た
と
き
は
、
市

内
に
実
際
に
住
ん
だ
日
か
ら
十
四
日

以
内
に
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

憶

』＼、勘
　　警毒、

犀
、

　葦

鱒㌦之

※
必
要
な
も
の
　
前
住
所
地
か
ら
の

転
出
証
明
書
、
国
民
年
金
加
入
者
は

年
金
手
帳
、
国
民
健
康
保
険
証
（
一

部
転
入
で
加
入
す
る
人
）
、
印
鑑
を
持

参
。

　
転
出
届
…
…
白
石
市
か
ら
他
の
市

町
村
へ
住
所
を
移
す
と
き
は
、
転
出

す
る
前
十
四
日
以
内
に
届
出
を
し
て

く
だ
さ
い
。

　
こ
の
転
出
証
明
書
は
新
住
所
地
の

市
町
村
役
場
へ
転
入
届
を
届
け
出
る

と
き
に
、
『
緒
に
提
出
し
て
く
だ
さ

※
必
要
な
も
の
　
国
民
健
康
保
険
証
、
、

国
民
年
金
手
帳
、
印
鑑
登
録
証
、
医

療
費
受
給
者
証
な
ど
と
印
鑑
を
持
参
。

　
転
居
届
…
…
市
内
で
住
所
を
変
え

た
と
き
は
、
住
所
を
変
え
た
日
か
ら

十
四
日
以
内
に
届
出
を
し
て
く
だ
さ

※
必
要
な
も
の
　
国
民
健
康
保
険
証
、
・

国
民
年
金
手
帳
、
印
鑑
を
持
参
。

　
以
上
の
届
出
を
忘
れ
ま
す
と
、
こ

の
住
民
票
は
市
町
村
長
の
権
限
で
抹

消
な
ど
さ
れ
ま
す
．

　
く
わ
し
く
は
、
市
役
所
市
民
課
の

窓
口
・
出
張
所
に
お
た
す
ね
く
だ
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
矯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ψ

ち

六年

佐藤くみ子

㌔

麟轟

　
み
な
さ
ん
、
白
川
小
学
校
の
主
な

活
動
を
知
っ
て
い
ま
す
か
。

　
私
た
ち
が
学
ん
で
い
る
こ
の
白
川

小
学
校
は
、
五
十
二
年
の
春
か
ら
、

「
色
別
活
動
」
と
い
う
一
年
か
ら
六

年
ま
で
の
か
で
か
恥
皆
動
が
と
て
も

さ
か
ん
で
す
。

　
そ
れ
で
は
、
こ
の
色
別
活
動
に
つ

い
て
も
う
少
し
く
わ
し
く
紹
介
し
ま

し
ょ
う
。
こ
の
活
動
で
は
、
色
別
掃

除
な
ど
色
別
で
い
ろ
い
ろ
な
行
事
を

き
そ
い
あ
っ
た
り
し
ま
す
。
上
級
生

も
下
級
生
も
み
ん
な
が
協
力
し
、
助

、
憲
細
葎
購
簿

薦欝
虎
、
磁

　
　
　
　
蘇

蟻
．
－
　
　
鵯
！

　
軸
市
内
で
一
番
入
数
の
少
な
い
学
校
で

熱
す
．
授
舎
は
、
今
か
ら
約
＋
年
前
に

憲
砦
で
う
、
」
た
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ニ
階
建

，
夢
で
す
。
体
育
館
は
、
五
十
一
年
に
で

　
　
き
た
建
物
で
す
。

祭
で
す
．
秋
の
収
穫
祭
と
は
、
六
月

頃
に
各
色
別
ご
と
サ
ツ
マ
芋
や
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
の
苗
を
植
え
、
秋
に
は
そ

れ
を
収
穫
し
、
ど
の
色
別
の
サ
ツ
マ
芋

が
『
番
大
き
い
か
を
き
そ
い
あ
っ
た

り
、
収
穫
を
祝
う
行
事
で
す
。
ま
た
、

色
別
で
ど
こ
の
ミ
コ
シ
が
良
い
か
な

ど
も
き
そ
い
あ
っ
た
り
し
ま
す
。

　
次
に
、
学
校
の
校
章
を
紹
介
し
ま

す
。
校
章
の
意
味
は
、
見
て
の
と
お

り
、
笹
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
こ

の
白
川
は
と
て
も
竹
の
多
い
と
こ
ろ
、

竹
細
工
が
多
い
と
こ
ろ
と
し
て
有
名

で
す
．
こ
う
い
う
竹
の
こ
と
と
、
竹

は
、
す
く
す
く
伸
び
る
し
、
ど
ん
な

重
い
も
の
（
こ
と
）
が
あ
っ
て
も
、

粘
り
強
く
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
学
校
の
す
ぐ
近
く
に
は
、
高
田
川

か
あ
り
、
こ
の
川
で
は
色
別
か
始
ま

っ
て
い
ら
い
、
水
上
子
供
祭
と
い
う

行
事
が
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
、

　
白
川
小
は
、
ス
ポ
！
ツ
が
と
て
も

さ
か
ん
な
学
｛
て
す
。
毎
朝
、
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
に
は
げ
ん
だ
り
遊
ん
だ
リ
、

ま
た
、
い
ろ
い
ろ
な
陸
上
大
会
で
は

と
て
も
よ
い
成
績
を
毎
年
と
っ
て
い

ま
す
。

　
恵
ま
れ
た
自
然
、
恵
ま
れ
た
先
生

方
の
指
導
、
と
て
も
い
い
友
達
、
私

た
ち
は
こ
の
白
川
小
で
す
く
す
く
と

育
っ
て
い
ま
す
。
私
は
こ
の
学
校
で

学
べ
た
こ
と
を
誇
り
に
思
っ
て
い
ま

す
。

〆0

か
レ
ε
獅濾

鷺者．

　
税
金
を
食
べ
る

　
“
ポ
イ
捨
て
空
き
か
ん
”

　
”
空
き
か
ん
公
害
”
1
と
こ
ろ

で
、
気
軽
に
ポ
イ
と
捨
て
る
人
た
ち

は
、
ど
ん
な
”
理
由
”
か
ら
で
し
ょ

う
か
。

　
環
境
庁
が
行
っ
た
、
環
境
モ
ニ
タ

ー
に
よ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
見
ま

す
と
「
近
く
に
ゴ
ミ
箱
が
な
か
っ
た

か
ら
」
が
最
も
多
く
、
約
四
割
を
占

味
自
慢

め
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ど
う
や
ら
“
ポ
イ
捨
て
ヴ
の
本
当
の

　
以
下
、
主
な
”
理
由
”
は
次
の
通
　
理
由
は
「
ち
ょ
っ
と
し
た
気
の
緩
み
」

り
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
は
言
え
な
い
で
し
ょ
う
か
。
よ
く

　
「
自
動
車
に
乗
っ
て
い
て
始
末
に
　
考
え
れ
ば
、
そ
の
是
非
は
だ
れ
に
で

困
っ
た
か
ら
」
　
　
　
　
　
1
5
％
　
　
も
よ
く
わ
か
る
こ
と
で
す
。

　
「
ゴ
ミ
箱
の
あ
る
と
こ
ろ
や
家
に
　
　
そ
の
「
気
の
緩
み
」
が
、
結
果
的

ま
で
持
っ
て
行
く
の
が
面
倒
だ
っ
た
　
に
市
町
村
や
地
元
の
人
た
ち
に
回
収

か
ら
」
　
　
　
　
　
　
　
　
1
2
％
　
　
作
業
と
い
う
“
ツ
ケ
”
を
回
す
こ
と

　
「
ゴ
ミ
箱
な
ど
が
い
っ
ぱ
い
だ
っ
　
に
な
る
の
で
す
。

た
か
ら
」
　
　
　
　
　
　
　
9
％
　
　
　
市
町
村
の
場
合
は
、
税
金
と
い
う

　
「
み
ん
な
が
捨
て
て
い
た
か
ら
」
　
わ
た
し
た
ち
の
“
会
費
”
が
使
わ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
8
％
　
　
る
の
は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
1
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。
　
　
投
げ
捨
て
ら
れ
た
空
き
か
ん
が
、
回

　
こ
の
ほ
か
「
人
目
に
つ
か
な
い
と
　
り
回
っ
て
私
た
ち
の
納
め
る
税
金
を

思
っ
た
か
ら
（
4
％
）
」
な
ど
と
い
う
　
食
べ
て
い
る
ー
と
い
う
”
悪
循
環
”

”
理
由
”
も
あ
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
に
陥
ら
な
い
た
め
に
も
、
お
互
い
気

　
こ
れ
ら
の
調
査
結
果
を
見
ま
す
と
、
を
つ
け
た
い
も
の
で
す
ね
。

こ
し
ょ
う
、
玉
ね
ぎ
、
卵
、
パ
ン
粉

を
加
え
て
十
分
に
練
り
合
わ
せ
て
詰

め
も
の
を
作
る
。

④
生
し
い
た
け
の
傘
の
内
側
に
片
栗

粉
少
々
を
ふ
り
か
け
、
詰
め
も
の
を

押
さ
え
ぎ
み
に
、
こ
ん
も
り
と
詰
め

る
Q⑤

少
麦
粉
、
溶
き
卵
、
ハ
ン
粉
の
順

の
順
に
衣
を
付
け
、
約
百
八
十
度
の

揚
げ
油
に
入
れ
、
表
面
が
き
つ
ね
色

に
な
っ
た
ら
、
油
の
温
度
を
下
げ
て

中
ま
で
よ
く
火
を
通
し
、
再
び
油
の

温
度
を
上
げ
て
か
ら
網
に
取
り
、
よ

く
油
を
き
る
。

昭和56年3月1日白石市

佐藤　あっ子さん
（白　石）

し
い
た
け
の
ひ
き
肉
詰
め

　
　
【
材
料
】
（
四
人
前
）

生
し
い
た
け
（
十
二
個
）
、
豚
ひ
き
肉

（
二
百
g
）
、
玉
ね
ぎ
（
⊥
4
個
）
、

卵
（
一
個
）
、
そ
の
他
各
種
調
味
料

　
【
作
り
方
】

①
生
し
い
た
け
は
石
づ
き
を
取
り
、

塩
少
々
を
加
え
た
水
で
洗
い
、
乾
い

た
フ
キ
ン
で
水
を
十
分
に
取
る
。

②
パ
ン
粉
は
水
（
又
は
牛
乳
）
少
々

で
湿
ら
せ
、
玉
ね
ぎ
は
み
じ
ん
切
り

に
し
、
バ
タ
ー
又
は
サ
ラ
ダ
油
で
よ

く
炊
め
て
お
く
。

③
ボ
ー
ル
に
ひ
き
肉
を
入
れ
、
塩
、

消費生活モニター小売価格調査結果
前年同月価格比対前月価格比

　　　％

117

121

105

118

108

98

113

101

115

　　　円

259．3

457．1

538．6

165．7

122．9

357．9

59．0

204．3

346．0

±　 ％

　0．4

　0．2

△1．2

　0

　0

△0．9

　0

　2．8

士　 円

　1．3

　1．3

△7

　0

　0

△3，5

108

109

115

98

1，128．5

4，500

2，210．7

1．422

　0

　0

△0．1

　7．7

　1．5

　0

　0

　0

　5．6

　Q

　O

△0．2

　87．5

71．5

0

0

平均価格

　　304．3円

　　556．3

　　568．0

　　195．8

　　133．8

　　350．8

　　　67，1

　　206

　　400

　　190．8

　　152．3

1，225，0

4，928．6

2，558．3

1．398．8

最低価格

　　258円

　　505

　　510

　　178

　　130

　　335

　　　62

　　185

　　400

　　135

　　138

1，000

4，000

2，496

1．350

最高価格

　　320円

　　580

　　600

　　200

　　150

　　355

　　　70

　　215

　　400

　　230

　　180

1，400

6，000

2，650

1．400

　　銘　　柄・規　　格

上白糖　　　 1kg

本醸造　濃口2¢上級〔瓶代含み）

　　　　　16509（1．8¢）

薄力粉　　一等級　1kg

並　　食　　　　　1斤

カルトン入り　22591ヶ

J　A　S100g中華めん1ヶ

ソフト2259　　カルトン入．1ヶ

並　　　　　　　一　皿

幅30cm　長さ20m　1巻

400枚（200組）　紙箱入1）

小学生調髪（洗髪含む）一回

コールド・ショートカット
及ぴセァトを含む

5m3　　　（10。46k9〉

18尼　　　　（配達料込み）

　品　　 名

1．砂　　 糖

2．しょう油
3．天ぷ　ら　油

4．小　麦　粉
5．食　パ　ン

6．バ　タ　ー
7．即席ラーメン

8．マーガリン
9．カレーライス

10．ラップ
11．ティ：ノシュペーパー

12．理　髪　料

13．パーネント料

14。プロノぐンガス

15．灯　　 油

〆／



剛
き
孝
ぎ
あ
墾
柔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
の

　
む
が
す
、
あ
っ
と
ご
ろ
に
、
金
持

ず
だ
げ
ん
と
も
、
欲
た
が
り
な
ず
ん

つ
あ
ん
（
欲
の
深
い
じ
い
さ
ん
）
ど

ば
ん
つ
あ
ん
（
ば
あ
さ
ん
）
が
、
え

だ
ん
だ
ど
。
あ
る
晩
げ
（
晩
）
の
ご

ど
、
こ
ち
た
ね
ー
（
小
汚
い
）
ろ
く

ぶ
（
六
部
）
が
、
や
っ
て
ち
て
、
「
ど

う
が
、
　
一
晩
、
泊
め
で
け
ら
え
ん
」

ど
頼
ん
だ
っ
け
エ
（
頼
ん
だ
ら
）
「
お

ら
え
で
i
（
お
れ
の
家
で
は
）
こ
ん

に
ゃ
（
今
晩
）
泊
り
客
が
あ
っ
か
ら
、

　
　
　
　
　
　
　
　
え

だ
め
だ
。
と
な
り
さ
行
っ
て
み
ら
え

ん
（
み
な
さ
い
）
」
ど
ゆ
っ
て
、
す
げ

な
ぐ
断
わ
っ
た
ん
だ
ど
。

　
ほ
ん
で
、
ほ
の
と
な
り
さ
従
っ
て

頼
ん
だ
っ
け
エ
、
貧
乏
だ
げ
ん
と
も

心
の
や
さ
す
え
、
ず
ん
つ
あ
ん
と
、

ば
ん
つ
あ
ん
が
、
六
部
ば
、
こ
ご
ろ

よ
ぐ
泊
め
で
け
だ
ん
だ
ど
。
ほ
ー
す

て
、
さ
っ
そ
ぐ
、
残
っ
て
だ
御
飯
ば

　
　
　
　
　
　
こ
ち
そ
う

あ
っ
た
め
で
、
御
馳
走
す
た
ん
だ
ど
。

つ
ぎ
の
日
の
朝
、
ば
ん
つ
あ
ん
が
、

早
ぐ
起
じ
で
、
御
飯
ば
か
し
エ
ん
べ

ー
（
食
わ
せ
よ
う
）
ど
思
っ
て
、
用

意
す
た
げ
ん
ど
も
、
六
部
が
、
な
が

な
が
、
起
じ
ね
ー
ん
だ
ど
。
ほ
ん
で

ず
ん
つ
あ
ん
と
、
ば
ん
つ
あ
ん
が
、

⑯
菅
野
新

ベ
コ

し
ょ
う
　
す

障
子
の
穴
コ
が
ら
、
そ
こ
っ
と
（
こ

っ
そ
り
）
寝
床
ば
、
ま
が
っ
て
み
だ

（
の
ぞ
い
た
）
ん
だ
ど
。
ほ
ー
す
た

っ
け
エ
（
そ
う
し
た
ら
）
、
　
え
ず
の

こ
ま
に
が
、
金
の
ベ
ゴ
（
牛
）
に
な

っ
て
だ
ん
だ
ど
。

　
こ
ー
す
て
、
心
持
ず
の
え
ー
ず
ん

つ
あ
ん
と
、
ば
ん
つ
あ
ん
は
、
大
金

持
ず
に
な
っ
た
ん
だ
ど
。

　
こ
え
ず
ば
見
で
、
と
な
り
の
欲
た

が
り
ば
ん
つ
あ
ん
が
、
「
こ
っ
つ
で
は

（
お
宅
で
は
）
な
じ
ょ
に
す
て
、
大

金
持
ず
に
な
っ
た
の
や
」
ど
、
ち
じ

さ
（
聞
き
に
）
き
た
ん
だ
ど
。
ほ
ん

で
、
心
持
ず
の
え
ー
ず
ん
つ
あ
ん
と
、

ば
ん
つ
あ
ん
が
、
ず
ず
わ
（
実
は
）
、

こ
ー
ゆ
ー
わ
げ
だ
ど
、
あ
り
の
ま
ん

ま
、
話
す
て
聞
が
し
エ
だ
ん
だ
ど
。

ほ
ー
す
た
っ
け
エ
、
欲
た
が
り
ば
ん

つ
あ
ん
が
、
「
ほ
ん
で
ー
（
そ
れ
で
は
）
、

お
ら
え
で
も
（
お
れ
の
家
で
も
）
、
六

部
が
き
た
ら
ば
、
な
ん
で
か
ん
で
（
必

ず
）
、
泊
め
な
げ
ね
ー
（
泊
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
）
」
ど
ゆ
っ
て
、
帰
っ
て

っ
た
ん
だ
ど
、

　
ほ
れ
が
ら
、
と
な
り
の
ず
ん
つ
あ

ん
と
、
ば
ん
つ
あ
ん
が
、
．
毎
日
の
よ

う
に
、
か
ど
ぐ
ず
（
門
口
）
さ
立
っ

て
、
六
部
の
通
ん
の
ば
待
ず
が
め
ー

で
だ
ん
だ
ど
。
ほ
ー
す
た
っ
け
エ
、

や
っ
と
ご
（
や
っ
と
）
、
　
六
部
が
通

り
が
が
っ
た
ん
で
、
「
六
部
さ
ん
、
こ

ん
に
ゃ
、
お
ら
え
さ
（
お
れ
の
家
に
）

泊
ま
ら
っ
し
エ
（
泊
ま
り
な
さ
い
）
」

ど
ゆ
っ
て
、
二
入
す
て
じ
り
じ
り

へ
む
り
や
り
）
、
押
え
付
げ
だ
ん
だ
ど
。

ほ
れ
が
ら
、
戸
棚
の
な
が
の
食
え
残

　
　
　
　
　
こ
　
　
あ
　
そ
う

り
ば
集
め
で
御
馳
走
し
て
、
「
六
部
ど

ん
、
疲
れ
だ
べ
が
ら
、
早
ぐ
休
ま
え

ん
」
ど
ゆ
っ
て
、
し
エ
ん
べ
ー
ふ
と

ん
（
薄
い
ふ
と
ん
）
ば
と
っ
て
、
さ

っ
さ
ど
寝
し
エ
だ
ん
だ
ど
、
ほ
れ
が

ら
、
ず
ん
つ
あ
ん
と
、
ば
ん
つ
あ
ん

が
、
「
え
ま
ご
ろ
は
、
六
部
の
や
ず
、

金
の
ベ
ゴ
に
な
っ
て
ね
ー
べ
が
」
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ

思
っ
て
、
障
子
ば
少
す
開
げ
で
、
そ

こ
っ
と
、
ま
が
っ
て
見
だ
ん
だ
ど
。

ほ
だ
げ
ん
ど
も
（
し
か
し
）
な
ん
ぼ

た
っ
て
も
、
金
の
ベ
ゴ
に
な
ん
ね
ー

が
っ
た
ん
だ
ど
。

二
人
す
て
神
棚
の
前
さ
べ
っ
た
り
ど

座
っ
て
、
「
早
ぐ
、
金
の
ベ
ゴ
に
な
り

ま
す
よ
ー
に
。
早
ぐ
金
の
ベ
ゴ
に
な

り
ま
す
よ
ー
に
」
ど
な
ん
べ
ん
も
、

な
ん
べ
ん
も
、
拝
ん
だ
ん
だ
ど
。
ほ

ー
す
た
っ
け
エ
、
欲
た
が
り
ず
ん
つ

あ
ん
と
、
ば
ん
つ
あ
ん
が
、
だ
ん
だ

ん
、
べ
ろ
コ
（
舌
）
が
回
ん
な
ぐ
な

っ
て
ち
た
ん
だ
ど
。
ほ
ー
す
て
、
ベ

ロ
ベ
ロ
ど
、
よ
だ
れ
が
流
れ
で
き
た

ん
だ
ど
。
ほ
れ
が
ら
頭
が
ら
角
コ
が

お
が
っ
て
（
生
え
て
）
ち
て
、
ほ
ん

と
う
の
ベ
ゴ
に
な
っ
て
す
ま
っ
た
ん

だ
ど
。
こ
ん
で
お
す
め
ー
、
チ
ャ
ン
、

チ
ャ
ン
。

す
め
で
十
五
把

　
む
が
す
、
あ
っ
と
ご
ろ
に
、
長
者

が
、
え
だ
ん
だ
ど
。
　
一
人
娘
が
、
年

頃
に
な
っ
た
ん
で
、
む
ご
殿
ば
探
す

て
だ
ん
だ
ど
。
物
好
じ
の
長
者
が
、

か
レ
マ
な
ず

門
口
さ
、
ワ
ラ
た
ば
ば
一
把
お
え
で

　
　
　
　
　
　
　
　
す
　
　
こ
　
わ

こ
の
ワ
ラ
た
ば
ば
、
十
五
把
に
か
ぞ

え
だ
者
ば
、
む
ご
に
も
ら
う
、
ど
い

う
立
札
ば
立
で
だ
ん
だ
ど
。
あ
る
し

の
ご
ど
、
長
者
が
｝
休
み
す
て
だ
ら
、

見
が
げ
は
悪
い
が
、
き
り
っ
と
す
た

ど
ご
の
あ
る
若
者
が
、
ワ
ラ
た
ば
ば

持
っ
て
、
ツ
カ
ツ
カ
、
入
っ
て
ち
て

　
ヒ
の
　
も
ず

「
戸
口
ま
だ
え
で
、
に
わ
（
庭
”
二

把
）
あ
り
、
靴
膜
に
ク
ワ
（
鱗
”
九

把
）
あ
り
、
だ
ん
な
の
し
て
「
（
ひ

ほ
ん
で
（
そ
れ
で
）
、
た
い
）
に
す
わ
（
雛
門
四
抽
）
あ
り

す
め
で
（
し
め
て
）
、
　
十
五
把
」
ど

ゆ
っ
て
、
振
り
向
じ
も
す
ね
ー
で
、

さ
っ
さ
ど
、
行
っ
て
す
ま
っ
た
ん
だ

ど
。
こ
ん
で
、
お
し
ら
じ
、
お
し
ら

じ
。　

k
い
闇
、
「
聞
き
書
き
あ
れ
こ
れ
」

を
こ
愛
読
い
た
た
き
ま
し
イ
、
あ
り
か

レ
マ
り
ご
ざ
ー
い
ま
し
た
、
．
八
ス
月
町
ヲ
キ
一
も

，
て
終
わ
ら
せ
て
い
た
た
き
ま
す

なみ

のん

図
書
館

こ
の
本
だ
い
す
き
　
　
小
松
崎
　
進

聖
書
の
常
識
　
　
　
　
山
本
七
平

即
身
成
仏
手
形
　
　
　
松
尾
心
空

母
と
娘
の
関
係
　
上
・
下

　
　
ナ
ン
シ
ー
・
7
ラ
イ
デ
ー

カ
ン
ボ
ジ
オ
の
戦
傑
　
綱
川
美
智
子

女
帝
エ
カ
テ
リ
ー
ナ

　
　
　
ア
ン
リ
ー
ト
ロ
ワ
イ
ヤ

非
行
克
服
と
家
庭
教
育
　
能
重
真
作

妻
た
ち
の
復
誓
　
　
　
　
駒
尺
喜
美

老
人
ホ
ー
ム
は
い
ま
　
　
吉
田
嗣
義

よ
い
歯
つ
よ
い
歯
　
　
出
口
　
衛
外

花
の
色
の
謎
　
　
　
安
田
齎

耳
・
鼻
・
の
ど
の
病
気
石
井
哲
夫

風
力
電
機
製
作
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
金
網
　
均

世
界
の
食
卓
か
ら

　
　
ド
！
リ
ン
グ
・
キ
ン
ダ
ー
ス
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
社

終
着
駅
　
国
鉄
全
一
三
二

　
　
　
　
　
　
　
真
田
武
夫

バ
ー
ド
カ
ー
ビ
ン
グ

　
　
　
　
日
本
鳥
類
保
護
連
盟

グ
レ
ッ
グ
・
ブ
ラ
イ
ト
の
迷
路
の
本

　
　
　
　
ク
レ
ッ
グ
・
ブ
ラ
イ
ト

言
葉
あ
り
き
　
　
　
　
　
阿
部
　
昭

下
駄
の
上
の
卵
　
　
　
井
上
ひ
さ
し

降
り
た
こ
と
の
な
い
駅
　
三
木
　
卓

ほ
ら
ふ
き
コ
コ
ラ
テ
の
冒
険
　
二
冊

　
　
　
　
　
　
　
　
森
村
　
桂

父
と
子
上
・
下
　
　
水
上
勉

娘
は
ば
た
け
　
　
　
　
　
三
好
京
三

海
を
越
え
た
者
た
ち
　
　
笹
含
　
明

オ
ン
ゴ
ン
夢
十
夜
　
　
大
庭
み
な
子

　
子
ど
も
の
本

ち
い
さ
い
モ
モ
ち
ゃ
ん

　
　
　
　
　
　
　
松
谷
み
よ
子

ほ
み
つ
、
ば
ん
ざ
い
　
征
矢
清
一

青
い
城
　
　
　
生
・
M
モ
ン
ゴ
メ
リ

ピ
ラ
ミ
ソ
ト
帽
子
よ
、
さ
よ
う
な
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
乙
旨
淑
子

き
つ
ね
は
、
ひ
と
り
で
お
に
ご
っ
こ

　
　
　
　
　
　
　
小
池
タ
ミ
子

ノ2

　
　
　
　
　
　
弥
治
郎

　
拝
み
講
は
、
日
本
全
国
の
農
山
漁

村
の
部
落
単
位
、
ま
た
は
市
や
町
の

町
（
本
町
、
柳
町
、
亘
理
町
と
か
）

単
位
に
行
な
わ
れ
た
。
大
切
な
民
間

信
仰
の
『
つ
で
あ
る
、
私
が
今
ま
で

に
こ
の
地
方
で
調
べ
た
う
ち
で
福
岡

八
宮
の
弥
治
郎
部
落
の
拝
み
講
が
最

も
典
型
的
と
思
わ
れ
る
の
で
こ
こ
で

後
藤
昭
信

の
拝
み
講

ご
く
簡
単
に
述
べ
る
。
な
お
、
弥
治

郎
に
は
、
旧
藩
時
代
か
ら
あ
っ
た
十

三
戸
の
旧
契
約
の
拝
み
講
と
、
明
治

に
な
っ
て
小
別
れ
し
た
（
分
家
し
た
）

家
で
つ
く
っ
て
い
る
新
契
約
の
新
拝

み
講
と
一
そ
れ
か
ら
．
、
大
正
に
な
っ

て
か
ら
諌
こ
こ
に
移
住
し
て
き
た
家

で
つ
く
っ
て
い
る
新
々
拝
み
講
の
三

つ
の
拝
み
講
が
あ
る
。
ま
た
、
ど
の

拝
み
講
も
、
男
と
女
に
別
れ
て
い
る
。

　
旧
契
約
の
男
の
ほ
う
の
拝
み
講
に

は
渦
御
愛
宕
講
（
旧
正
月
二
十
四
日

六
月
二
十
四
日
、
九
月
二
十
四
日
）

古
峯
講
（
旧
正
月
十
三
日
）
・
金
華

山
講
（
旧
こ
且
八
日
・
十
月
八
日
）

山
の
神
講
（
旧
正
月
二
十
五
日
・
十

月
十
七
日
）
・
馬
頭
講
（
旧
正
月
十

七
日
V
が
あ
り
、
女
の
ほ
う
の
拝
み

講
に
は
、
木
地
商
い
を
す
る
婆
さ
ん

た
ち
の
稲
荷
講
（
旧
二
月
八
日
、
十

月
八
日
）
と
、
嫁
さ
ん
た
ち
の
御
観

音
講
（
旧
二
月
九
日
、
九
月
九
日
）

小
半
田
の
山
の
神
講
（
旧
正
月
二
十

五
日
）
が
あ
る
。
こ
れ
だ
け
で
も
、

こ
こ
で
は
講
の
数
が
多
い
こ
と
が
分

る
。　

昔
は
こ
の
よ
う
に
、
ど
こ
に
も
た

く
さ
ん
の
講
か
あ
り
、
こ
の
日
、
講

の
宿
に
集
ま
っ
て
酒
を
飲
だ
り
、
も

の
を
食
っ
た
り
、
け
ん
か
を
し
た
り

世
間
話
を
す
る
の
が
、
な
に
よ
り
の

楽
し
み
で
あ
つ
た
・
し
か
し
、
だ
ん

だ
ん
、
世
の
中
が
潜
ら
け
て
き
て
．

ラ
ジ
オ
や
テ
↓
ビ
が
ど
こ
に
も
普
及

し
、
こ
の
ほ
か
に
も
楽
し
い
こ
と
や

面
白
い
場
所
が
ふ
え
た
の
で
、
拝
み

　
　
　
　
　
　
　
　
ニ

市
属
．
”
、
　

寵
茜

歌

壇

俳所き氏内一く
句総つ名　’入応

の務書’作短募
併課き応品歌規
記広　’募は三定

は報桜す’首v
不係小るは’
可へ路壇が俳
　。三名き句
　短五をに三
1歌市は住句

　’役つ所以

川
股
兵
三
選

o
雪
の
上
に
嶽
彫
の
青
き
実
の
こ
ぼ
れ
螺
寄
り
来
て

　
つ
い
ば
み
て
居
り
　
　
　
　
古
城
慎
太
郎

○
山
峡
の
漢
谷
埋
め
し
立
折
れ
の
雪
か
ぶ
る
杉
さ
さ

　
く
れ
削
げ
り
　
　
　
　
　
　
村
上
要
二

〇
雪
庭
に
ピ
ラ
カ
ン
サ
ス
の
実
赫
々
と
枝
折
れ
て
雪

　
に
影
落
し
を
り
　
　
　
　
　
遠
藤
省
三

〇
短
歌
作
り
月
々
配
布
の
広
報
に
わ
が
う
た
の
る
を

　
心
待
ち
佗
ぶ
　
　
　
　
　
　
鈴
木
い
く

O
雪
げ
水
溜
め
て
飯
焚
く
朝
夕
な
停
電
断
水
い
く
日

つ
づ
き
て
　
　
　
　
　
　
山
田
　
賓

○
香
た
き
て
般
若
心
経
唱
え
つ
つ
亡
き
母
し
の
ぷ
今

講
は
、
だ
ん
だ
ん
、
す
た
れ
て
き
て

い
る
．
．
こ
れ
は
、
弥
治
郎
だ
け
の
こ

と
で
、
は
な
い
。
ま
た
、
こ
れ
は
、
白

石
の
お
祭
リ
に
つ
い
て
も
、
い
え
る

こ
と
で
あ
る
。
毎
年
、
い
ま
ま
で
の

六
町
（
本
町
、
中
町
、
長
町
、
短
ヶ

町
、
亘
理
町
、
新
町
）
で
別
々
に
や

っ
て
い
た
お
祭
り
を
六
町
か
団
結
し

て
や
っ
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
か
．
．
い
や

町
全
体
で
や
っ
た
ら
ど
う
か
。
そ
う

す
れ
ば
盛
大
な
お
祭
り
に
な
る
と
思

う
。

　
日
の
命
日
　
　
　
　
　
　
　
甲
斐
邦
男

Q
陽
の
か
げ
る
池
辺
の
凍
雪
解
げ
ざ
る
に
ま
た
し
ん

　
し
ん
と
雪
は
降
り
積
む
　
　
高
僑
千
代
子

o
冬
芹
の
茎
の
青
さ
と
香
り
を
ば
雑
煮
に
添
へ
て
初

　
日
を
祝
ふ
　
　
　
　
　
　
　
大
友
正
三

〇
黙
々
と
大
根
を
引
く
父
の
背
に
真
綿
に
も
似
し
雪

　
虫
の
飛
ぶ
　
　
　
　
　
　
橋
本
秀
代

O
静
脈
の
ほ
の
か
に
青
き
己
が
手
を
火
鉢
に
か
ざ
し

　
亡
母
を
な
つ
か
し
む
　
　
　
山
崎
と
く

O
走
つ
ゆ
き
振
り
返
る
孫
は
笑
顔
し
て
冬
の
陽
ざ
し

　
に
眼
細
め
ぬ
　
　
　
　
　
　
赤
柄
と
し

o
た
ん
ぽ
ぽ
に
寄
り
て
飛
び
交
う
蝶
の
見
ゆ
花
咲
く

　
野
辺
壱
ひ
と
り
歩
み
ぬ
　
　
藤
原
信
夫

o
わ
が
友
の
丹
精
こ
め
し
ア
ロ
エ
に
は
オ
レ
ン
ジ
色

　
の
花
咲
き
誇
る

o
梅
の
鉢
見
ご
ろ
と
な
り
て
立
寄
り
し
老
い
た
る
人

　
噂
は
ロ
ビ
ー
に
和
む
　
　
　
小
野
嘉
津
子

o
陽
に
染
り
ち
ぎ
れ
て
雲
の
ゆ
く
夕
べ
病
む
妹
を
思

ひ
つ
つ
た
つ
　
　
　
　
　
　
　
山
吹
さ
く

陛似

壇

鈴
木
貞
二
選

o
吟
友
と
吟
ず
る
漢
詩
我
の
春
　
　
　
高
橋
和
歌
子

o
温
床
の
菰
に
散
ら
ば
り
落
椿
　
　
　
山
吹
さ
く

○
老
ぬ
れ
ば
春
待
つ
心
募
り
け
リ
　
　
半
沢
も
り
え

o
谷
川
の
音
ひ
そ
ま
せ
て
春
を
待
つ
　
大
庭
良
子

○
水
仙
の
剣
葉
光
り
ぬ
春
立
ち
て
　
　
青
木
良
子

o
立
春
の
空
晴
れ
て
ゐ
し
朝
た
か
な
　
小
野
嘉
津
子

o
老
梅
の
こ
ぼ
れ
る
ほ
ど
に
咲
き
満
ち
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
水
野
淑
子

○
寒
雀
白
き
胸
毛
の
ふ
く
よ
か
に
　
　
川
村
静
恵

○
初
詣
新
し
き
下
駄
は
き
鳴
ら
し
　
　
佐
藤
善
夫

○
杜
氏
達
の
裸
詣
り
の
い
さ
ぎ
よ
き
　
遠
藤
省
三

〇
綴
張
の
あ
げ
あ
る
舞
台
春
立
ち
ぬ
　
山
田
　
濱

○
白
鷺
の
水
面
に
遊
ぶ
降
る
雪
に
　
　
高
橋
久
美
子

○
時
雨
止
み
町
空
に
虹
た
ち
に
け
り
　
橋
本
秀
代

o
凍
て
道
の
つ
づ
く
家
路
を
戻
り
け
り
滝
口
幹
夫

○
凍
て
つ
い
て
青
葉
の
枯
葉
そ
の
ま
ま
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
阿
部
み
さ
子
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1募集噸1
　　保健栄養教室受講生

　保健・栄養の基礎知識を習得す

るための受講生を募集します、

〉受講資格　工8歳以上の女子

〉受講料一無料（ただし、材料費

　の一部は個人負担）

〉募集人員　40名

［＞申込み　4月1日～4月20日

　くわしくは、市衛生課（費5－

2111内線137、138）へお問い合

せください。

　　帰人ホランティア学級

　ボランティア活動のための基本

的な学習と技能訓練を身につける

ため婦入ボランティア学級を開き

ます。積極的に奉仕活動ができる

方を求めます。

〉対象　市内在住の婦人（40名）

［＞期間　56年4月から57年3月ま

　で（月1回程度）

〉場所市役所

〉主な内容　○ポランティア活動

　についての学習　○実践活動と

　して一幼児少年関係・社会福

　祉関係・文化財愛護関係

〉申込日時　4月30日まで。教育

　委員会社会教育課へ。

　くわしくは、教育委員会（費5

－2111内線411〉へお問い
合せください。

　　機能集団会員

　白石市農村青少年機能集団では、

56年度新規会員を募集しています。

あなたも会員となって地域に密着

した活動をしてみませんか。

［＞申込　農林課内事務局

　くわしくは、農林課（曾5－21

／5

11内線222）までお問い合せくださ

いo

　　身体障害者家庭奉仕員

　56年4月から、重度の身体障害

のため独立して日常生活を営むこ

とに著しく支障のある身体障害者

家庭の家事、介護など日常生活

のお世話をする「身体障害者家庭

奉仕員」を設置することとなりま

したので、下記の要領により募集

します。

〉採用人数　1名

〉応募資格　。市内に居住する年

　齢25歳以上妬歳末満の婦人。

〉奉仕員の業務　食事等の世話、

　被服の洗たく及び補修、住宅内

　外の掃除、生活必需品の買物並

　ぴに通院介護等。

［＞奉仕員の身分　白石市の非常勤

　職貝とする。

〉応募申込期間　56年4月10日か

　ら同月18日まで、秘書企画課の

　申込書に記入の上申し込むこと。

〉選考　56年4月22日（水）、午前

　10時から市役所において、作文

　試験・面接を行う。

〉採用者決定及び採用月日　採用

　者の発表は、4月24日（木）市

　役所前掲示板に受，験番号で掲示

　する。採用は、5月1日からと

　する。

　手続その他の照会は、秘書企画

課人事係（智5－2111内線326）

へお問い合せください。

　　瀕年農Eヨ石市奨学生

　市内に1年以上住んでいる人の

子弟で高等学校以上の学校、又は

これと同等の学校に在学する学術

優秀・品行方正・心身ともに健全

で、経済的な事由で学資の支弁が

困難な学生を対象に奨学生を募集

します。

〉募集人員（応募状況により変更

　することがあります。）

　。大学生　5人以内

　。短大生　3べ以内

　・高校生　2入以内

〉貸付金の額

　。大学生（月額）　2万円

　。短大生（月額）　2万円

　・高校生（月額）　1万円

〉申請手続

　教育委員会事務局に申請用紙がお

ありますから、所定の事項を記入知

し学校長の推薦書とともに、5月　ら

9日まで教育委員会に提出してく　せ

ださい3　　　　　　　　　　版
　なお、日本育英会などから奨学

金を受けている方はご遠慮くださ

いo

〉貸付金の償還

1．貸付期間満了の6ヵ月後から

月賦均等償還の方法により貸付け

を受けた期間の2倍に相当する期

間内に償還します。（繰上償還をす

ることができます。）

2．償還金は納入通知書により市

内の収納代理金融機関に納入しま

す。

　くわしいことは、市教育委員会

事務局庶務課にお問い合せくださ

い（盈5－2111　内線414、
415）。

催し

　　ズ堺一ツ傷害保険説明会

　近年、早起き野球やテニスなど

スポーツを楽しむ人々が増えてい

ますが、一方それに伴う傷害事故

も多発しています。スポーツをよ

り安心して楽しめるようスポーッ

傷害保険説明会を開催いたします

ので、ぜひご参加ください。

［＞日時　4月23日（木）

　。1回目　午後2時から

　。2回目　午後6時30分から

〉会場　市役所大会議室（4階）

〉内容　スポーツ傷害保険の説明

　　　　スポーッ1日保険の説明

お
知
ら
せ
版

あなたも参加しませんか
　　　　　　　　　　　　《受講生募集》

　　　　　　1‘　　』　　r
　　　　　　l一　　　．・i

　働く婦人の家では、勤労婦入や家庭婦人か余暇を有

意義にすごし生活をより豊かにしていただくために』

教養と趣味をかねた定期講座を開設いたしますので、

皆さんのこ参加をお待ちしております．
レ受講好象　白石市に在住、または在勤の婦ノ、

レ時間　午前の部　10：00～12100

　　　　午後の部　1二1）0～3：00

　　　　夜の部6：00～8＝0〔）
〉受醐叔　無料、ただし、教材費実費は個へ負狙

［〉申込受付　4月13日まで働く婦尺の家し電話の申込

　も受付ます ，）
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　勤労青少年ホームでは、定期講座・サークル会員を
募集します。

［＞利用資格　白石市に住所、または勤務先をもつ青少

　年。利用証の交付申請をしていない方は申込と同時

　に登録申請もしてください。

〉申込受付　4月1日から（定員になりしだい締め切
　ります）

　白石市勤労青少年ホーム（暦5－3720）へ。申
　込用紙はホーム事務室にあります。前年度に引き続
　き受講される方も手続きをすませてください。

名講ズ
㎜

定

期

講

座

．嬢分

趣
味
同
好
サ
ー
ク
ル

日仁鮮踊若柳蹴

卜帯 理

茶、直裏千家流

な山垢
目華

華道小原流

和 裁

書 道

着 付

民謡愛’好会

期 問

1力年毎週月曜日

L力年毎週火曜日

1力年4η　べ曜日

1ヵ年毎週木曜日

1力年毎週金曜日

1ヵ年毎週土曜日

短期毎週月紅11日

知、期毎週金曜日

毎週金曜日

教　材　費

　　陣月　．lf
扇子代
　　　500円

　　　月　謝材料代
　　　1，800円

　　　月　謝茶菓子代
　　　5（10円

＿　　　月　謝
化　代
　　　2．000円

＿　　　月　謝
化　代
　　　2．OOO円

教材費　実　費

実　費　500円

〃

グノレー劉

サークル
　　く㌧・しん5譲う

サーク1しヒンポン

社　　ズ
　7ンワ、一サー7ノレ

ワ？一ス・ラフ
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ン
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鰯会．旺

毎週月曜日

毎週条曜日

毎週木曜日

毎週土曜日

毎週盆曜日

目晦㌃、活動輿容

料理．の研究・親ぽく

交流試合親ぼく

社交ダンス・親ほく

パーテ1開催

キクー1Ll・
コンサートの開催

ノ・トミントンを通し
ての親はく
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お し

国民年金
　　老齢年金の操上げ請求は慎重に

　　老齢年金の支給開始年齢は65歳

　ですが、60歳までに老齢年金の資

　格要件を満たしている人は、本人

おの希望によって、60歳以上65歳未

知満の間に繰上げて老齢年金を受け

ら　ることができます。

せ　　しかし、繰上げ請求をすると、

版年金額は、本来の老齢年金の額（65

　歳から受けるべき額）から支給を

　希望したときの年齢に応じて一定

　の額が減らされます。そして、65

　歳になっても引き上げられること

　はなく、一生減額された年金を受

　けることになります。

　　また、繰上げ請求をした後に、

　請求の取り消しや、支給を希望す

　る月日の変更はできません。

　　年々伸びている寿命のことなど

　を考えあわせて、繰上げ請求は慎

　重に〃

　　保険料を前納しますと

　　　　　　　割引きされます

　　国民年金の保険料は4月から、

　4，500円（附加年金加入の方は4，900
お
　円）になります。
知
　　保険料を毎期納めるのがめんど
ら

　うだという人、または、年1回し
せ

　か現金収入がないといった人のた
版

　めに、将来の保険料をあらかじめ

　前納できるしくみがあります。

　　前納する場合の保険料は、年5

　分5厘の利率による複利現価法に

　よって計算した額が割引きされる

　ことになっています。

　　もし、保険料を前納した入が、

　会社などに勤めることになったり、

　不幸にして死亡したため国民年金

　の加入者でなくなったときには、

　資格のなくなった月以降の保険料

　は還付されます。

／7

ら

　昭和56年度国民年金保険料納付

通知書の2枚目が前納分の納付通

知書です。（1年分）

　前納分の納期限は昭和56年4月

30日までです。

税の窓ロ
　　確定申告が間違って

　　　　　　　いたときは

　所得税の確定申告の受付は、3

月16日で終りましたが、申告書を

提出した後で、計算や内容に間違

いがあることに気付いた人はおり

ませんか。

　確定申告が間違っていたときは

すぐに、「修正申告」や「更正の請

求」をして正しい金額に訂正しよ

つ。

　また、確定申告を忘れていたと

きは、申告期限後でも申告するこ

とができます。お早目めにどうぞ！

　くわしくは、最寄りの税務署や

税務相談室（分室）へ御相談くだ

さい。

福 祉

　　　面年度身障者自動車税

　　　　説申請出張受付

〉とき　4月14日（火）

〉場所　市役所第3会議室

〉必要携帯品　・身体障害者手帳

　。印かん　。運転免許証　。車

　検証

　申請用紙は、会場に準備してあ

ります。（本人が運転者でない場合

は、福祉事務所長の証明を必要と

します。）

　くわしくは、社会福祉事務所又

は、県身障者交安友の会白石支部

長本多保一（費5－9488）までお

問い合せください。

　次の地区の民生児童委員が56年

2月20日から変りましたので、お

知らせします。

’本町地区　加藤美恵子
　　　　　　　　　　　　　　　お
　。本町14
　　　　　　　　　　　　　　　知
■鷹ノ巣（寿山）地区　加藤信子
　　　　　　　　　　　　　　　ら
　。郡山字花見平22－27
　　　　　　　　　　　　　　　せ
目西区上・下地区　大野昭二　　　版

　。福岡深谷字青木脇116－1

衛 生

　　弓㍉オ生㌧㌧プンの拶尊

　急性灰白髄炎（小児マヒ）予防

グ）ためポリオ生ワクチンの経口投

与を実施いたします。お子さんの

健康に十分留意され、定められた

期日に投与を受けられるようお願

いいたします。

〉期日。4月7日（火）く2回目＞

　13時3Q分414時

　　　。4月10日（金）く1回目〉

　13時30分～14時

〉場所　白石市健康センター

〉対象者（↓）、昭和55年1月1日か

　ら昭和55年6月30日までに出生

　した者……（2回目）（2）、昭和

　55年7月1日から昭和55年12月

　31日までに出生した者…（1回目）

〉料金無料　　　　　　　　お
　　　　　　　　　　　　　　　知〉その他

　　　　　　　　　　　　　　　ら　1）、問診票は必ず記載し、当日

　　　　　　　　　　　　　　　せ　持参してください。
　　　　　　　　　　　　　　　版
　2）、母子手帳も持参してくださ

　い。

　3）、身体に異常がある場合、投

　与前にかかりつけの医師の診断

　を受けるなどの処置をとってく

　ださい。

　シフテリア・百日咳。破傷風．

　　の子防接種

　あなたのお子さんにジフテリア。

百日咳・破傷風（三種混合）の定期

お
知
ら
せ
版

お
知
ら
せ
版

予防接種（第1期）をおこないます。

　この予防接種は、予防接種法に

もとづいて実施するジフテリア・

百日咳と保護者の不安が著しい破

傷風の予防接種を同時におこなう

ものです。

〉期日　4月17日（金）

〉場所と時間

　白石市健康センター　午後1時

　30分から2耳寺

〉料金無料

レ接種するお子さん

　昭和53年10月1日から昭和54年

　3月31日までの出生者

〉その池

、1）、問診書は必ず記載して当日

　持参してください。

　2）、母子手帳も持参してくださ

　い0
　3）、身体に異常がある場合、接

　種前にかかりつけの医師の診断を

　うけるなどの処置をとってください。

　4）、当日接種できなかったお子

　さんは予備日（昭和56年7月1（1

　日）に接種してください。

農地等の　　1
，遺産相続登記1

　農地等（田・畑等）の相続登記

が完了していない農家が多数散見

されます。この相続登記が完了し

ていない関係上、農地法、農業者

年金法等農政推進上種々の支障を

きたしております。

　なお、農地等の相続登記を完了

させていない農家は、できるだけ

早く相続登記をされるようお願い

致します。

　相続登記がなされているかどう

かは、市税務課において固定資産

課税台帳を縦覧してください。

農地の無断転用を

　　　　なくしましょう

農地（田・畑等）を農地以外の

地目（宅地・山林・その他）に変

更しようとするときは、かならず

農業委員会に申し出て知事の許可

をうけてください。

　知事の許可をうけないで転用し

ますと、法律によ1）工事その他の

行為の停止、原状回復命令等の措

置をとられることがあります。

　なお、くわしくは、市農業委員

会（奮5－2111内線211）
へお問い合せください。

i国の進学ローン

1のご案内
　国民金融公庫では「国の進学ロ

ーン」として進学に必要な資金の

融資を行います。お子さまの進学

資金としてお気軽にご利用くださ

い）

1．ご利用いただける方

　高等学校、高等専門学校、短大、

大学、大学院、盲学校・・聾学校・

養護学校の各高等部、専修学校の

高等課程又は専門課程、農業者大

学等に進学される方のご父兄がご

利用できます。ただし年収が530

万円（事業所得者の方は380万円〉

以内の方に限られます。

2．ご融資の対象

　入学金、授業料、施設、設備費

などの学校納付金および受験のた

めの費用、教科書代、制服代、下

宿の敷金など進学に際し必要な資

金です。

3．ご融資額

　1世帯あた酢）50万円以内

4．融資期間

　進学する学校の修業年限以内（最

長4年）となっています。なお、

ご希望により、これらの期間内で

1年以内の据置もできます。

5．利率

　ご利用時の基準利率です。（55年

11月1日現在、年9．1％）

6．保証人

　1名以上です。（財団法人進学資

金保証基金を利用される場合は不

要です。）

7．返済方法

　毎月元利均等返済です。ご希望

によリボーナス月増額返済を併用

できます。

8．お取り扱い期間

　昭和56年1月4日～4月30日

9．お取り扱い窓口

お
知
ら
せ

国民金融公庫のほか銀行、信託版

銀行、相互銀行、信用金庫、信用

組合、労働金庫、農協、漁協です，

　くわしくは最寄りの窓口でおた

ずねください。国民金融公庫仙台

支店（盈仙台22－5171）融資相談係

1郵便局1
　　就職記念に簡保仁

　　　　　　加入しましょう

　就職は、入生のスタートです。

自分の生活設計をたてる大切な時

期です。一生の間には、種々の出

来事があり、不慮の事故、災害な

どによる経済不安もそのひとつで

す。このような不安をなくし、安

心して働ける保障をするのが簡易

保険の「疾病傷害付ニュークロー

バーファイブ」です。

　就職記念に掛金が安く、保障の

大きい簡易保険に加入するようお

勧めいたします。　　　　　　　お

　くわしいことは、最寄りの郵便知

局、または保険外務貝におたずね　ら

ください。　　　　　　　　　せ

　　　　検察審査員選定　　　　　版

　去る1月31日、簡台検察審査会i

i〉検察審査員　大槻高美さん
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　　あんどうち　え
．：獄安藤干絵ちゃん
　　　　（越河五賀字宮下13）

　　ママからひとこと
　　“女の子らしくやさしく

　　　育って欲しい“

ぢ

しばざき　ともやす

柴崎智康ちゃん
　（斎川町尻南2－1）

ママからひとこと

“丈夫でたくましく

育って欲しい“
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定 例 相 談
相談区分

入権相談

行政相談

税務相談

社会保険相談

生活相談

青少年相談

消費生活相談

高　齢　者

職業紹介

補聴器巡回

サービス

臼炎相

15

15

15

15

15

6・25

15

毎週月・火・木・金

15

毎週水・木・金

7・21

トリオ　　8

リオン　　9・23

ニホン　　14

時 間

10：00～15。：00

10：00～15：00

10：00～16：00

9：30～15：00

10：00～12：00

101：00～15：00

9：00～17’：OO

10：00～15：00

9：00～16：00

10：00～14：00

ll：00～12：00

13二〇〇～14二〇〇

10：00～11：00

場 所

白　石市役所

2階相談室
全 上

白　石市役所

1階市民相談室

白石市役所

3階相談室
2　階相談室

3階相談室
白　石市役所
4　　　　　　階
青少年相談センター

白石市役所
1　　　　　　階
消費生活相談室

白石市役所

白石市役所

内 容

結婚、離婚、遺産相続、借地
借家、雇傭、差別待遇、強制
圧迫、私的制裁、その他

役所、公社、公団、公庫など
の仕事について不満なことや
希望すること

税金に関すること
（相談は仙台国税局員が応じ
　ます）

健康保険、船貝保険、厚生年

金など

日常生活上の困りごと

勉強のしかたや悩み等学習に
関すること、非行又はその恐れ
のある青少年の間題や悩み等

買物苦情や消費生活一般

60歳以上の方の職業斡旋

補聴器の修理、調整など
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